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東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設につい

ての核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法

律の特例に関する政令について 

 

 標記政令を制定する必要があるので、別紙政令案及び理由を添えて

閣議を求めます。 

 

（案） 
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政
令
第

号

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の

規
制
に
関
す
る
法
律
の
特
例
に
関
す
る
政
令
案

内
閣
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六

十
四
条
の
四
及
び
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
法
の
規
定
の
適
用
）

第
一
条

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
四
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
原
子
力
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
に

お
い
て
そ
の
旨
を
公
示
さ
れ
た
原
子
炉
施
設
（
以
下
「
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
は
、
法
第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
の
認
可
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
法
の
規
定
（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
（

法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
（

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
の
う
ち
、
一
号
炉
、
二
号
炉
、
三
号
炉
及
び
四
号
炉
並
び
に
こ

れ
ら
の
附
属
施
設
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
三
十
七
条
及
び
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る

（案）
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罰
則
を
除
く
。
）
を
適
用
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
へ
の
事
務
の
委
託
）

第
二
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
に
係
る
法
第
六
十
四
条
の
三

第
七
項
の
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
、
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
独
立
行
政
法
人
原
子
力

安
全
基
盤
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
六
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
に
規
定
す
る
」
と
あ

る
の
は
、
「
並
び
に
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
特
例
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
」
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）
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２

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
法
第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
の
認
可
前
に
し
た

行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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理

由

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制

に
関
す
る
法
律
第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
の
認
可
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
同
法
の
規
定
の
適
用
の
特
例
を
定
め
る
等
の
必
要

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


